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STM32ディスカバリとは

● 世界の定番32ビット・マイコンが1,000円ちょっ
とですぐに試せるキット
　2011年3月号特集「合点！ARMマイコン超入門」
でも紹介したように，ARMマイコンは，世界の定番
32ビット・マイコンの一つです．各半導体メーカが，
ワンチップ汎用マイコン向けのCPUコアARM 
Cortex－M3を搭載した安価で高性能なワンチップ・
マイコンやスタータ・キットを発売しています．
　STM32 Value line discovery（以下STM32ディスカ
バリ，STマイクロエレクトロニクス）は，1,000円強
で入手できる，Cortex－M3マイコンのスタータ・キ
ットです．USB接続の半導体メーカ純正デバッガが

搭載されているため，別途デバッガを購入しなくても
よく，初心者でもプログラムのデバッグが簡単です．
スイッチやLED，ピン・ヘッダ，ジャンパなどがす
でに実装されているため，はんだ付け不要ですぐに始
められます．初心者でも簡単に世界の定番32ビット・
マイコンを試してみることができます．

● 活用方法を紹介していきます
　STM32ディスカバリの主な回路を図1（a）に示しま
す．メーカ純正デバッガST－Link部と，ターゲット・
マイコン部に分けられます．ターゲット・マイコン
STM32F100RBT6Bは，一部の電源関係のピンを除い
てすべて図1（b）のピン・ヘッダに引き出されていま
す．STM32F100RBT6Bのピッチ変換基板に，電源回
路や周辺部品，デバッガが付いているともいえます．
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